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板
！
ｉ
Ｉ
ｉ
‐

一
月
七
日
早
朝
崩
御
さ

れ
た
昭
和
天
皇
の
本
葬
に

あ
た
る
「
大
喪
の
礼
」
が

四
十
九
日
目
に
当
る
、
二

月
二
十
四
日
、
古
式
に
も

と
ず
き
、
お
ご
そ
か
に
営

ま
れ
た
。

愛
．
此
の
日
、
朝
か
ら
雨
雲

が
重
く
た
れ
こ
め
て
日
本

列
島
を
覆
い
、
小
雨
や
小

雪
が
ち
ら
つ
い
て
、
日
本

国
民
の
悲
し
み
を
よ
り
一

そ
う
深
い
も
の
に
す
る
か

日
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

５
午
前
九
時
三
十
分
、
昭

即
和
天
皇
の
ひ
つ
ぎ
を
乗
せ

３
た
嬬
車
は
前
後
を
皇
宮
警

年
察
の
黒
い
サ
イ
ド
カ
ー
に

転
・
守
ら
れ
て
葬
列
を
組
み
、

平
一
一
十
一
発
の
弔
砲
が
鳴
り

響
く
中
、
二
重
橋
を
渡
っ

て
、
葬
場
の
新
宿
御
苑
へ

り
進
ん
だ
・

小
雨
の
降
り
し
き
る
沿

第２２６号
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愛 知 県

く

「
共
同
保
証
事
業
」

受
付
開
始
迫
る
／

・
叱
豊
訟
苛
抑
制
岬
劉

１
１

一
一
月
二
十
一
日
、
「
共

同
保
証
委
員
会
」
が
開
催

さ
れ
、
本
年
度
の
重
点
活

動
事
業
で
あ
る
「
共
同
保

証
事
業
」
の
内
容
変
更
作

業
が
大
詰
め
を
迎
え
た
。

保
証
制
度
を
導
入
す
る

に
あ
た
り
、
「
保
証
委
員

会
」
が
発
足
し
て
久
し
い
。

組
合
設
立
以
来
、
初
め
て

の
事
業
で
あ
る
た
め
、
他

県
板
の
内
容
等
を
参
考
に

し
な
が
ら
の
マ
ニ
ア
ル
作

り
に
、
委
員
一
同
大
変
苦

労
さ
れ
た
。

そ
の
間
、
保
証
内
容
、

検
査
要
項
、
保
証
セ
ン
タ

ー
設
立
な
ど
、
次
々
に
問

題
点
が
発
生
し
て
、
実
施

に
こ
ぎ
つ
け
な
か
っ
た
が
、

今
年
度
に
入
り
、
ま
ず
「
保

証
委
員
会
」
を
整
備
し
委

員
会
内
の
運
営
、
検
査
、

管
理
、
の
各
部
会
が
精
力

的
に
内
容
等
に
つ
い
て
再

検
討
し
た
結
果
、
「
共
同

保
証
事
業
の
す
べ
て
」
と

題
し
た
新
し
い
マ
ニ
ア
ル

本
が
完
成
の
運
び
と
な
り
、

三
月
十
九
日
の
名
古
屋
、

尾
張
ブ
ロ
ッ
ク
の
、
検
査

員
、
適
用
事
業
所
の
説
明

会
を
手
始
め
に
、
知
多
、

西
三
ブ
ロ
ッ
ク
で
順
次
開

催
し
、
新
年
度
に
は
保
証

道
で
は
、
消
防
庁
音
楽
隊

な
ど
の
演
奏
す
る
「
哀
之

極
」
の
悲
し
い
調
べ
が
流

れ
、
数
十
万
人
の
人
々
が

御
見
送
り
し
た
。

午
前
十
時
三
十
分
よ
り
、

皇
室
の
儀
式
で
あ
る
「
葬

場
殿
の
儀
」
が
行
わ
れ
、

続
い
て
国
の
儀
式
で
あ
る

「
大
喪
の
礼
」
が
行
わ
れ

正
午
を
期
し
て
一
分
間
の

黙
祷
を
し
、
参
列
者
が
順

次
拝
礼
し
た
。

午
後
三
時
よ
り
、
東
京

都
八
王
子
市
の
武
蔵
野
陵

墓
地
に
て
「
陵
所
の
儀
」

が
行
わ
れ
、
御
愛
用
品
を

添
え
て
埋
葬
さ
れ
、
一
連

の
儀
式
が
終
了
し
た
。

此
の
日
、
官
庁
や
企
業
、

商
店
街
な
ど
は
業
務
を
自

粛
し
休
日
に
す
る
所
が
多

か
っ
た
。

又
、
テ
レ
ビ
等
も
午
後

§
§
§
§
§
§
§

事
業
第
一
号
が
申
請
さ
れ

る
見
通
し
と
な
っ
た
。
又

こ
れ
に
と
も
な
い
二
月
末

日
現
在
三
一
○
の
事
業
所

が
「
保
証
制
度
適
用
の
店
」

の
資
格
を
得
て
い
る
が
、

愛
知
県
板
傘
下
の
組
合
員

数
か
ら
す
る
と
約
三
割
く

ら
い
の
事
業
所
数
の
た
め
、

今
後
、
適
用
事
業
所
の
資

格
を
得
る
た
め
の
四
講
習

を
再
検
討
し
確
立
の
高
い

部
分
か
ら
講
習
を
進
め
、

最
終
的
に
は
全
組
合
員
が

「
保
証
制
度
適
用
の
店
」

の
看
板
を
か
か
げ
る
よ
う

鋭
意
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
。

三
時
頃
ま
で
、
葬
儀
の
模

様
を
放
映
し
、
日
本
国
民

悲
し
み
の
一
日
と
な
っ
た
。

し
か
し
政
教
分
離
が
明
確

で
な
か
っ
た
り
、
百
億
円

を
越
す
費
用
な
ど
、
大
喪

の
礼
に
批
判
的
な
国
民
層

も
多
く
問
題
点
を
残
し
た
。

又
、
天
皇
問
題
を
考
え
る

会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
グ

ル
ー
プ
が
各
地
で
集
会
を

開
い
た
り
、
天
皇
の
戦
争

責
任
追
求
の
声
は
内
外
に

依
然
と
し
て
根
強
く
あ
り
、

今
後
も
議
論
が
続
き
そ
う

だ
。

か
く
し
て
、
昭
和
天
皇

が
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
自

然
が
広
が
る
武
蔵
野
陵
墓

地
で
永
遠
の
眠
り
に
つ
か

れ
激
動
の
昭
和
史
も
終
え

ん
と
な
っ
た
。

，…難懲悪鞭萱蝋聯醗輔縦駕鰯頒禰鴛溌
;淵鰍雪‘嚇燃耀嚇駕蝋撫鮒：
；を楽しむ事が出来ます。
‘＊-…,ｱ憾日…ぼ真粛…購差‘細時間です｡実蝿予定の‘月は冬期に極，……明；
；頃の気温とのことです。日本からの海外旅行一番人気の国・オーストラリアヘー緒に出掛けませんか。 ；

板金ｴ業組今

３４参加 費 用 ￥ ３７５，０００§

；５渡航手続費用有効なパスポートお持ちの方￥６，００Ｏお持ちでない方Ｙ8,000(共にｵーｽﾄﾗﾘｱ査証含む）§
Ｌ……………………………………………………………………………………………………』
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瀞

憧
れ
の
日
本
一
の
王
座

を
め
ざ
す
そ
の
日
が
訪
れ

た
。
そ
れ
は
去
る
２
月
皿

日
、
ｎ
日
の
２
日
間
で
あ

る
。
競
技
会
場
に
な
る
会

場
は
地
元
宮
崎
で
は
、
待

望
の
新
し
い
設
備
を
具
備

さ
れ
た
職
業
訓
練
所
と
あ

っ
て
、
地
元
テ
レ
ビ
局
で

は
再
三
に
わ
た
っ
て
報
道

さ
れ
性
目
の
的
と
な
っ
た
。

前
日
に
は
竣
工
式
が
行

わ
れ
た
と
の
由
、
名
実
と

昭
和
か
ら
平
成
へ
と
年

号
が
改
め
ら
れ
、
何
か
良

き
空
想
を
抱
き
唄
想
の
内

に
競
技
大
会
の
日
程
が
決

り
、
愛
知
か
ら
は
２
名
の

選
手
が
選
出
さ
れ
出
場
と

な
っ
た
。
先
の
愛
板
２
月

号
に
東
三
地
区
広
報
担
当

よ
り
掲
載
さ
れ
た
通
り
、

予
選
大
会
は
接
戦
を
迫
し
、

｜
』
や

ｒそ 諺

ｉｓ祷

露
一
群顎

第
荊
回
全
板
連
青
年
部

全
国
技
能
競
技
大
会
で

愛
知
代
表
神
谷
聡
氏

制
覇
す
〃

議鍵！

受
け
ら
れ
る
、
六
才
で
小

学
校
に
入
り
、
三
年
で
テ

ス
ト
を
受
け
て
三
コ
ー
ス

に
別
れ
６
年
制
と
８
年
制

に
、
６
年
制
か
ら
テ
ス
ト

を
受
け
て
開
人
が
中
学
へ

４
年
間
学
べ
る
、
ま
た
優

秀
な
生
徒
妬
人
が
２
年
制

の
高
校
へ
進
学
さ
ら
に
４

人
の
優
秀
な
学
生
が
大
学

へ
進
む
こ
と
が
で
き
る
と

の
お
話
で
あ
っ
た
。
一
九

七
二
年
に
は
産
児
制
限
運

動
が
あ
っ
た
が
妬
年
に
は

子
供
不
足
に
な
り
現
在
は

日
本
と
同
じ
く
３
人
目
か

ら
は
補
助
が
出
る
と
の
こ

と
だ
。東

南
ア
ジ
ア
の
中
心
都

市
赤
道
直
下
の
常
夏
の
国

は
、
ラ
ン
が
咲
き
乱
れ
素

晴
ら
し
い
国
と
聞
く
。
最

後
に
質
疑
応
答
が
あ
り
講

演
を
終
わ
っ
た
。

午
後
は
協
賛
メ
ー
カ
ー

の
商
品
説
明
と
か
新
商
品

の
説
明
が
ビ
デ
オ
を
見
な

が
ら
行
わ
れ
た
。
興
味
の

あ
る
話
な
ど
は
時
間
が
た

つ
の
が
早
い
も
の
で
、
最

後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
福
引

き
に
な
っ
た
。
毎
年
協
賛

メ
ー
カ
ー
、
商
社
の
協
力

で
た
く
さ
ん
の
景
品
が
あ

り
楽
し
い
催
し
だ
。

新
春
板
金
セ
ミ
ナ
ー
は

９
月
頃
か
ら
準
備
に
か
か

る
と
の
こ
と
役
員
の
苦
労

が
伺
え
る
。

鷲
見

卸

も
に
「
コ
ケ
ラ
落
し
」
と

の
感
じ
が
し
ま
し
た
。

参
加
代
表
は
北
は
青
森

ｌ
南
は
鹿
児
島
県
ま
で
の

代
表
で
、
出
場
選
手
は
総

数
妬
名
の
接
戦
と
な
る
・

愛
知
か
ら
は
２
名
の
代

表
で
「
ゼ
ッ
ケ
ン
」
焔
、

鯉
の
背
番
号
で
臨
ん
だ
・

恒
例
の
開
会
式
の
後
、
競

技
に
関
す
る
諸
説
明
と
持

参
工
具
類
の
点
検
、
付
添

者
へ
の
説
明
に
終
り
、
翌

審
査
委
員
の
方
々
に
は
選

考
に
あ
た
り
大
変
苦
慮
さ

れ
た
由
、
難
関
を
突
破
さ

れ
晴
れ
て
県
代
表
と
し
て

知
多
支
部
神
谷
聡
氏

碧
南
支
部
神
谷
定
幸
氏

の
２
名
が
決
定
さ
れ
た
。神谷 聡氏・神谷定幸氏

連
合
会
専
務
理
事
の
篠
原

英
一
氏
に
は
多
忙
の
な
か
、

東
京
か
ら
駆
け
付
け
て
い

た
だ
き
ご
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
。
開
会
の
頃
は
空
席

が
目
立
っ
た
が
講
演
が
始

ま
る
頃
に
は
会
場
か
ら
溢

れ
ん
ば
か
り
の
人
で
い
っ

ぱ
い
で
あ
っ
た
。

今
年
の
講
師
は
国
際
セ

ン
タ
ー
民
間
大
使
の
ン
・

レ
ン
レ
ン
女
史
で
「
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
文
化
と
日
本
」

と
題
し
た
講
演
を
聞
い
た
。

先
生
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

国
立
大
学
を
卒
業
し
名
古

屋
の
南
山
大
学
に
学
ん
で

お
ら
れ
る
。
日
本
に
き
て

１
年
半
と
い
う
の
に
と
て

も
日
本
語
が
旨
い
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
は
マ
レ
ー
半
島

の
先
端
に
あ
る
人
口
二
六

○
万
人
の
国
で
、
以
前
は

イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ

っ
た
、
多
民
族
国
家
で
そ

の
布
％
が
中
国
人
つ
い
で

マ
レ
ー
人
イ
ン
ド
人
、
イ

ギ
リ
ス
人
と
い
ろ
ん
な
人

種
の
人
が
い
る
。
国
の
共

通
語
は
英
語
に
な
っ
て
い

る
が
、
実
情
は
北
京
語
が

主
で
マ
レ
ー
語
イ
ン
ド
語

タ
ミ
ー
ル
語
な
ど
様
々
の

言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。

通
貨
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ド
ル
で
１
ド
ル
、
円
。
学

校
教
育
は
国
か
ら
無
料
で

緯
謹
踏
識
蕊
鑑
鐸

２
日
目
、
即
ち
翌
ｎ
日
の

午
前
８
時
釦
分
競
技
開
始
、

日
頃
の
修
練
並
に
研
究
の

被
露
の
場
と
あ
っ
て
真
剣

そ
の
も
の
、
検
定
時
間
も

長
い
よ
う
で
短
く
、
廻
時

配
分
競
技
終
了
し
作
品
の

提
出
、
今
ま
で
の
緊
張
の

疲
れ
が
出
て
、
肩
の
荷
が

落
ち
た
様
な
感
じ
だ
っ
た

と
の
事
、
又
御
両
人
は
こ

れ
か
ら
の
将
来
に
励
み
と

な
り
、
悔
い
の
な
い
闘
い

と
、
そ
の
体
験
は
出
場
し

た
選
手
で
な
け
れ
ば
味
わ

え
な
、
ぺ
雄
的
存
在
と
生

恒
例
と
な
っ
た
新
春
板

金
セ
ミ
ナ
ー
が
１
月
羽
日

９
時
訓
分
か
ら
西
区
の
愛

知
県
職
業
訓
練
会
館
２
階

大
研
修
室
で
開
催
さ
れ
た
。

名
古
屋
板
金
連
合
会
の

大
脇
国
和
氏
の
司
会
で
、

時
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
開

会
の
こ
と
ば
を
名
古
屋
板

金
連
合
会
会
長
の
村
上
章

氏
、
続
い
て
愛
知
県
板
金

総
合
職
業
訓
練
協
会
会
長

羽
柴
弘
和
氏
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。
来
賓
の
挨
拶
に
は
、

全
板
連
議
員
連
盟
に
愛
知

県
か
ら
参
画
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
、
衆
議
院
議
員

の
片
岡
武
司
氏
か
ら
、
今

年
は
名
古
屋
デ
ザ
イ
ン
博

の
年
で
あ
り
、
最
近
は
建

物
も
い
ろ
い
ろ
な
デ
ザ
イ

ン
の
外
観
で
建
て
ら
れ
る

の
で
、
板
金
業
界
も
デ
ザ

イ
ン
に
は
無
関
心
で
は
い

ら
れ
な
い
、
私
も
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
勉
強
し

た
い
と
挨
拶
。
ま
た
愛
知

県
板
金
工
業
組
合
理
事
長

平
野
弘
氏
は
、
愛
知
県
板

金
高
等
職
業
訓
練
校
発
足

以
来
弱
年
た
っ
た
今
、
柴

田
先
生
の
意
見
を
引
き
継

い
で
こ
ら
れ
た
、
羽
柴
会

長
並
び
に
長
谷
川
校
長
に

は
感
謝
し
ま
す
と
挨
拶
が

あ
っ
た
。

全
日
本
板
言
と
工
業
組
合

愛

蕊

紗

》
蕊
零

蕊

Ｆ､１

狗

第
幅
回

鰯

新
春
板
金
セ
ミ
ナ
ー
開
催

聯
職
蕊
灘

涯
忘
れ
る
事
の
出
来
な
い

思
い
出
と
な
る
事
で
し
ょ

津
っ
Ｏ競

技
の
結
果
は
３
月
中
旬

全
板
連
よ
り
発
表
さ
れ
、

神
谷
聡
氏
の
優
勝
が
確
定

し
た
ｑ

私
達
組
合
員
は
同
僚
の

一
員
と
し
て
、
精
一
杯
闘

っ
た
戦
士
に
賞
賛
と
拍
手

を
お
く
り
た
い
。

又
選
手
の
付
添
と
し
て

同
行
し
て
頂
い
た
役
員
の

方
々
に
は
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。知

多
沼
津



尋
嫁
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平成元年３月１５ 板3） 日 第２２６号

た
が
、
そ
の
う
ち
に
慣
れ

る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
自

分
自
身
を
慰
め
る
始
末
。

工
場
内
の
見
学
で
は
、

電
動
工
具
の
賢
臓
に
当
る

モ
ー
タ
ー
が
出
来
る
ま
で

の
流
れ
を
見
て
廻
り
ま
し

た
が
、
す
べ
て
の
加
工
機

は
Ｎ
Ｃ
に
よ
っ
て
自
動
化

さ
れ
、
作
業
員
は
少
な
く

工
場
内
は
広
く
空
間
が
持

た
れ
、
通
路
の
巾
も
広
く

機
械
と
機
械
の
間
が
広
く

取
っ
て
安
全
面
で
充
分
配

慮
さ
れ
て
い
た
。

一
本
の
鉄
棒
か
ら
削
り

磨
か
れ
て
出
来
上
が
る
ま

で
人
の
手
に
触
れ
ず
仕
上

が
る
様
は
感
心
し
た
。

こ
の
後
、
焼
津
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
向
っ
た
。

平
成
元
年
二
月
十
二
日

三
谷
温
泉
、
ホ
テ
ル
松
風

園
で
、
午
後
一
時
よ
り
、

通
常
総
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

籾
山
氏
の
司
会
で
始
ま

り
、
山
本
組
合
長
あ
い
さ

二
月
二
日
、
三
日
の
日

程
で
、
池
田
商
店
Ｓ
１
会

研
修
旅
行
で
の
工
場
見
学

で
あ
っ
た
。
朝
八
時
半
、

名
古
屋
駅
西
側
へ
集
合
、

バ
ス
四
台
に
分
乗
、
出
発

マ
キ
タ
電
機
岡
崎
工
場
へ

は
一
時
間
少
々
で
着
き
大

会
議
室
へ
案
内
さ
れ
た
・

こ
こ
で
は
板
金
工
具
や

溶
接
機
等
展
示
さ
れ
て
い

る
。
今
回
は
販
売
も
さ
れ

る
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ

ぞ
れ
が
熱
心
に
商
品
を
見

て
い
た
。
私
は
最
初
買
う

気
は
し
な
か
っ
た
が
、
説

明
等
を
聞
く
う
ち
買
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
れ
も
高
価

な
物
を
、
後
日
自
分
の
作

業
場
へ
配
達
さ
れ
早
速
使

っ
て
み
た
が
思
う
よ
う
に

使
え
ず
少
々
不
安
に
な
っ

１
１
坐
罰
叫
巨
ｌ
蒋
汗
皆
咋
鍬
派
１
４
エ
酢
可
釧
僧
吋
非

尋
“
０

測些鳶ミ

平
函
尉
．

群

可職識、
識ｋ

一

講
演
の
あ
と
、
六
時
よ

り
懇
親
会
が
あ
り
、
歌
、

手
品
、
芸
妓
さ
ん
と
の
ゲ

ー
ム
あ
り
で
楽
し
い
夜
を

過
し
ま
し
た
。

ま
た
翌
日
は
、
第
十
回

岡
板
ゴ
ル
フ
大
会
が
吉
良

カ
ン
ト
リ
ー
で
あ
り
、
強

風
の
中
、
二
十
三
名
の
参

加
者
が
あ
り
、
一
日
プ
レ

ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
結

果
は
、
優
勝
中
村
幸
成
、

二
位
甲
部
安
男
、
三
位
石

原
銭
司
各
氏
で
し
た
。

マ
キ
タ
電
機
岡
崎
ェ
場
を
。
鉛

見
学
し
て

江
南
今
井

懲鍵

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
岡
崎
の
高
柳

さ
ん
が
施
工
さ
れ
た
、
旧

裁
判
所
を
見
学
す
る
事
が

で
き
た
。
現
在
は
内
部
の

左
官
工
事
が
行
わ
れ
て
お

り
、
屋
根
工
事
は
前
に
一

度
工
事
中
に
見
学
し
て
お

り
、
今
度
は
そ
れ
を
想
い

出
し
な
が
ら
工
事
完
了
後

を
見
学
し
た
の
で
大
変
参

考
に
な
っ
た
。

重
要
文
化
財
と
し
て
残

す
事
に
な
っ
た
旧
裁
判
所

で
は
ハ
ン
ダ
付
に
火
を
使

う
こ
と
が
で
き
ず
電
気
ゴ

テ
を
使
っ
て
の
作
業
で
苦

労
さ
れ
た
そ
う
で
、
丸
窓

の
絞
り
込
み
や
棟
水
切
押

え
、
笠
木
等
見
る
物
す
べ

て
が
板
金
芸
術
の
集
ま
り

に
思
え
た
。
こ
の
工
事
は

毎
日
七
人
工
位
で
約
一
年

か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

愛
板
青
年
部

支
部
だ
よ
り
】

噸

下
地
に
シ
ス
テ
ム
タ
ル
キ

を
ア
ン
カ
ー
で
取
付
け
、

打
ち
込
み
キ
ー
を
付
け
、

面
材
の
下
ハ
ゼ
に
差
込
ん

で
か
ら
防
音
断
熱
ボ
ー
ド

を
入
れ
込
み
上
下
ハ
ゼ
を

固
定
す
る
工
法
で
し
た
。

急
勾
配
作
業
も
縦
ド
ウ
ブ

チ
に
足
場
金
具
を
付
け
た

安
全
な
足
場
が
考
え
ら
れ

て
い
た
。
角
に
は
廻
し
ハ

マ
グ
リ
や
元
日
一
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
、
防
水
シ
ー
ト
、
水

切
等
々
専
問
的
な
質
問
に

対
し
適
切
な
回
答
が
あ
り

満
足
し
た
。
材
料
は
叱
孫

の
銅
板
が
使
用
さ
れ
、
工

事
は
七
月
頃
完
成
が
予
定

瀞
、
蕊

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

っ
、
優
秀
技
能
者
（
愛
知

県
知
事
表
彰
）
山
本
文
一

氏
、
加
藤
準
一
氏
、
鈴
木

二
郎
氏
の
紹
介
。
来
賓
の

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た

あ
と
、
議
長
に
内
山
氏
を

選
出
し
て
、
六
十
三
年
度

蝿
蟻

２
月
過
日
現
在
銅
屋
根

工
事
中
の
「
名
古
屋
市
外

堀
公
館
（
仮
称
）
」
を
見
学
、

午
後
一
時
半
愛
知
県
庁
前

に
集
合
、
全
員
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
安
全
帯
を
し
て
現
場

に
入
っ
た
。
現
場
で
は
、

元
担
ピ
ュ
ー
テ
ィ
エ
業
㈱

の
長
塚
氏
の
説
明
で
施
工

中
の
棟
か
ら
軒
先
ま
で
葺

け
る
バ
ッ
キ
ン
グ
エ
法
を

見
学
し
た
。

こ
の
パ
ッ
キ
ン
グ
工
法

は
、
工
期
の
短
縮
化
、
足

場
諸
経
費
の
軽
減
、
施
工

時
の
安
全
性
、
面
材
の
踏

み
汚
れ
防
止
な
ど
画
期
的

な
工
法
で
、
構
造
は
Ｅ
Ｃ

鱗
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
複
雑
と
い
う

か
、
私
達
の
勉
強
不
足
と

言
い
ま
す
か
、
免
税
点
（
三

千
万
）
以
下
の
板
金
店
が

多
く
て
、
楽
観
し
て
い
る

の
か
、
消
費
税
に
対
し
て

今
少
し
、
理
解
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
材
料
に
は

税
が
転
嫁
さ
れ
て
く
る
の

で
す
か
ら
、
そ
の
分
だ
け

で
も
転
嫁
し
た
り
、
組
合

で
カ
ル
テ
ル
の
作
成
も
考

え
て
行
か
な
け
れ
ば
と
思

い
な
が
ら
、
わ
か
ら
な
い
、

わ
か
ら
な
い
の
消
費
税
で

す
が
四
月
一
日
よ
り
実
施

さ
れ
る
の
で
す
。
頭
が
痛

い
で
す
ね
。

愛

①

事
業
報
告
、
会
計
報
告
、

平
成
元
年
度
予
算
案
の
審

議
が
行
わ
れ
、
質
疑
・
応

答
の
あ
と
各
議
案
が
拍
手

を
持
っ
て
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
・ス

ロ
ー
ガ
ン
『
仕
入
れ

に
も
、
す
べ
て
に
か
か
る

消
費
税
」
『
消
費
税
、
元

請
、
下
請
、
納
税
義
務
』

『
上
げ
よ
う
業
績
、
被
ろ

う
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
』
が
、

石
原
副
組
合
長
よ
り
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

閉
会
の
言
葉
の
あ
と
、

県
板
よ
り
紹
介
の
、
特
別

講
演
「
消
費
税
と
板
金
業
」

と
題
し
て
、
会
計
士
の
丸

山
先
生
よ
り
話
を
い
た
だ

蕊

IIlIIl
聖
誰
・
今
少
常
錯
敏
倉
念
感
悟

灘
…
馳
識

総
介
醤
琴
爺
膜
患
筑
溌
露

#"X繍溺維鑑瀞●辿蛎農為酸ｊＩ
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露

号
同
じ
断
面
積
で
丸
池
に
対

６配
し
て
正
方
形
理
の
割
合
に

愛 板 平成元年３月１５
雲
昌
一 (４

レ
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ル
タ
ー
の

ほ
う
が
多
く
使
用
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
。
ま
た

防
火
ダ
ン
パ
ー
や
ブ
ラ
ン

チ
及
び
吊
り
金
具
の
ピ
ッ

チ
な
ど
の
勉
強
を
し
た
。

４
時
間
目
は
石
浜
講
師

の
講
義
で
積
算
の
勉
強
を

し
た
。
ダ
ク
ト
の
長
さ
の

拾
い
だ
し
か
ら
材
料
の
算

出
、
板
厚
の
決
定
、
部
材

の
数
量
な
ど
積
算
す
る
。

ダ
ク
ト
の
板
取
で
は
釦
％

ぐ
ら
い
の
ロ
ス
を
見
て
お

か
な
い
と
い
け
な
い
。
こ

れ
ら
材
料
費
、
加
工
賃
、

部
材
費
、
消
耗
品
費
、
運

賃
、
な
ど
が
工
事
費
と
な

る
。
ほ
か
に
運
搬
は
４
ｔ

車
で
如
〆
ぐ
ら
い
運
べ
る

と
か
、
簡
易
積
算
法
を
勉

強
し
て
４
時
釦
分
終
了
し

た
。

私
が
今
回
講
習
を
受
け

て
い
ち
ば
ん
参
考
に
な
っ

さ
る
２
月
四
日
口
天
白

区
平
針
の
㈲
章
栄
飯
金
工

業
所
で
開
催
さ
れ
た
。
Ⅳ

日
唱
日
と
ぐ
ず
つ
い
た
天

気
も
四
日
は
朝
か
ら
快
晴

で
暖
か
い
一
日
で
あ
っ
た
。

会
場
は
県
板
副
理
事
長
で

あ
り
名
古
屋
ダ
ク
ト
組
合

理
事
長
の
村
上
章
氏
の
工

場
の
２
階
会
議
室
で
組
合

員
蝿
名
が
参
加
し
て
午
前

９
時
別
分
か
ら
行
わ
れ
た
。

始
め
に
平
野
理
事
長
、
村

上
委
員
長
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、
司
会
の
相
馬
さ
ん
か

ら
今
日
の
講
師
の
石
浜
、

加
藤
、
森
山
、
稲
垣
、
の

各
先
生
が
た
の
紹
介
が
あ

っ
た
。
１
時
間
目
の
講
義

は
加
藤
先
生
で
、
厨
房
用

ダ
ク
ト
の
基
礎
知
識
を
勉

強
し
た
。
天
蓋
フ
ー
ド
の

大
き
さ
は
発
生
源
よ
り
周

囲
を
卸
”
大
き
く
す
る
こ

と
と
か
、
ダ
ク
ト
の
サ
イ

ズ
の
決
め
方
を
学
ん
だ
。

２
時
間
目
は
森
山
講
師

の
講
義
で
、
ダ
ク
ト
の
形

状
は
断
面
が
円
形
が
理
想

で
あ
る
が
、
角
形
の
場
合

は
正
方
形
が
最
も
適
し
長

方
形
に
し
て
も
“
と
か
最

大
で
も
“
以
内
で
製
作
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ダ

ク
ト
内
は
気
流
の
抵
抗
で

な
る
。

繍
詳
用
郷
溌
識
謝
書
催

■
姑
寺
■
。

二
月
二
十
八
日
脚
曇

二
二
六
号
編
集
会
議

委
員
三
名
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧

た
の
は
、
異
径

曲
り
ダ
ク
ト
の

簡
易
板
取
法
で

あ
っ
た
。
日
頃

あ
ま
り
手
掛
け

な
い
ダ
ク
ト
や

厚
板
の
加
工
法

を
知
り
、
大
変

勉
強
に
な
っ
た
。

鷲
見

じ
て
し
ま
う
。
か
と
云
っ

て
、
無
限
の
世
界
の
事
は
、

い
く
ら
知
能
の
高
い
人
間

の
力
で
も
っ
て
し
て
も
、

い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、

自
然
の
力
ほ
ど
恐
ろ
し
い

も
の
は
な
い
。

暖
冬
の
せ
い
で
、
梅
花

も
満
開
に
な
っ
て
、
春
の

足
音
は
日
一
日
と
近
づ
い

て
来
る
。
本
当
に
此
の
ま

ま
で
春
に
な
っ
て
し
ま
う

の
だ
ろ
う
か
。

暖
冬
異
変
の
お
返
し
が

来
る
よ
う
な
気
が
し
て
な

ら
な
い
の
だ
が
？

現
代
病
と
云
わ
れ
る
「
花

粉
症
」
や
「
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
」
の
人
に
は
、
辛

い
季
節
が
訪
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。

今t

ま
た
断
面
積
が
１
〆
の

角
タ
ク
ト
を
比
較
し
た
場

合
で
も
１
液
×
１
沈
と
２

頑
×
叱
加
と
で
は
周
長
が

４
液
と
５
液
と
に
な
り
２

液
×
晒
加
の
ダ
ク
ト
の
方

が
抵
抗
は
大
き
く
な
る
の

で
、
出
来
る
だ
け
周
長
を

小
さ
く
す
る
の
が
望
ま
し

い
。
ま
た
補
強
リ
ブ
は
見

え
る
場
所
は
、
見
た
目
に

も
良
い
よ
う
に
い
れ
る
。

フ
ラ
ン
ジ
の
大
き
さ
は
円

形
の
場
合
は
２
”
大
き
く

角
形
の
場
合
は
ダ
ク
ト
寸

法
よ
り
５
両
大
き
く
す
る

と
良
い
な
ど
を
勉
強
し
て

午
前
中
の
講
習
を
終
え
た
。

昼
食
後
は
稲
垣
講
師
か
ら

グ
リ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー
の
講

義
が
あ
り
、
最
近
は
オ
イ

ル
フ
ィ
ル
タ
ー
よ
り
パ
フ

第

東
三
青
年
部
『
姉
糊
鍔
権
蝿
峠
糾
淫
緬
蝿
椴

▽げゃ・

綴恵諜

去
る
二
月
十
九

日
新
城
へ
、
研
修

旅
行
に
行
っ
て
来

ま
し
た
。

新
城
は
、
豊
橋

か
ら
約
三
十
分
程

で
行
け
る
所
で
す
。

場
所
は
、
新
城
市

の
馬
場
板
金
所
、

午
後
一
時
三
十
分

集
合
、
参
加
者
十

余
名
程
で
し
た
。

こ
れ
に
は
親
組

合
の
近
藤
さ
ん
よ

婆 ＃
蜂
鋪
群
鑑

保険料について全板国民健康保険組合

平成元年４月１日からの保険料は次のと
おり変更になります。

。組合員月額10,100円
・家族一人につき月額3,300円

・支部手数料一世帯月額３００円

｡一■■－■●－●●一●■一●●一●●一●●－G●－｡■一●●÷■

ＦＡＸ番号変更のご案内

３月７月より下記のとおりＦＡＸ専用の

回線を設置致しましたのでご案内致します。

ＦＡＸ〈052＞７ｓ２－１７ｓ３番

鯵霧溌蕊

五
時
過
ぎ
ま
で
か
か
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
場
所
を

か
え
て
、
豊
橋
よ
り
に
あ

り
ま
す
石
巻
山
に
お
い
て
、

先
生
を
迎
え
反
省
会
を
し

ま
し
た
。
翌
朝
解
散
し
ま

し
た
。

又
、
機
会
が
あ
れ
ば
、

皆
ん
な
で
つ
ぼ
を
完
成
に

行
き
た
い
な
あ
・
・
・
・

部
長
さ
ん
、
企
画
を
し
て

や
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。
皆

さ
ん
も
勉
強
に
な
り
ま
す

よ
。

馬
場
先
生
、
有
難
度
う

御
座
居
ま
し
た
。
又
遊
び

に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
の
折
は
よ
ろ
し

く
。

部
長
さ
ん
、
良
い
企
画

ど
う
も
有
難
度
う
。
御
苦

労
様
で
し
た
。

東
三
脇
坂

例
年
よ
り
一
週
間
お
く

れ
の
「
春
一
番
」
が
東
海

地
方
を
吹
き
ぬ
け
た
。

毎
年
、
冬
季
の
中
で
二

月
が
一
番
寒
い
は
ず
な
の

だ
が
、
今
年
の
二
月
は
、

０
度
以
下
の
冬
日
が
一
日

も
な
い
の
は
、
ど
う
し
た

事
な
の
だ
ろ
う
。

冬
ら
し
く
な
い
冬
で
、

ま
さ
に
暖
冬
異
変
で
あ
る
。

外
で
作
業
を
す
る
我
々
板

金
業
者
に
と
っ
て
、
寒
く

な
い
の
は
大
変
あ
り
が
た

い
事
で
あ
る
の
だ
が
、
暖

か
さ
の
反
面
、
日
変
り
の

雨
に
は
泣
か
さ
れ
る
。
年

度
末
工
事
や
納
期
の
あ
る

現
場
作
業
の
お
く
れ
は
頭

が
い
た
い
。

や
は
り
春
夏
秋
冬
、
そ

れ
ぞ
れ
の
気
候
で
な
い
と
、

自
然
の
営
み
に
狂
い
が
生

り
の
紹
介
で
、
つ
ぼ
作
り
、

打
出
方
の
指
導
を
し
て
く

だ
さ
る
そ
う
で
す
か
ら
、

青
年
部
の
人
達
で
一
度
教

え
て
も
ら
っ
て
は
と
声
が

か
か
り
、
部
長
が
お
願
い

を
し
て
企
画
を
し
た
わ
け

で
す
。
事
務
所
へ
入
っ
て

見
る
と
い
ろ
い
ろ
な
作
品

が
沢
山
飾
っ
て
あ
り
、
皆

ん
な
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

な
ん
と
か
皆
ん
な
で
や
っ

て
見
よ
う
と
、
つ
ぼ
作
り
、

丸
華
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
丸
華
は
思
っ
た
よ
り

簡
単
に
出
来
ま
し
た
が
、

つ
ぼ
の
方
は
な
か
な
か
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

先
生
か
ら
は
二
日
も
す
れ

ば
完
成
す
る
と
、
励
み
の

言
葉
も
で
る
程
、
皆
ん
な

一
生
懸
命
で
し
た
。
三
分

の
一
く
ら
い
出
来
ま
し
た
。

「
板
厚
は
真
諭
一
ミ
リ
」

風潮
澱一

お知らせ
八
》
編
集
後
記


